
防災・減災の学びを通した「まちづくり」
～持続可能な地域をつくるための人づくり～

分科会テーマ 「防災・減災」

岡山市立公民館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
防災・減災の学びを通した「まちづくり」　　　　持続可能な地域を作るための人づくり　　　日本国内では、地震・土砂災害・台風・水害など「災害の百貨店」といわれるほど災害が多く、周囲を海に囲まれているので、ほかの国で起こる自然災害の影響をうけることもあります。近年、自然災害のみならず、都市型ゲリラ豪雨による洪水、放射能被害など人的被害へも対処できる防災･減災への取り組みが必要になってきていますが、まだまだ現実には自然災害への取り組みがおもなものです。



岡山市の公民館における防災・減災の学びとは、
人と人の関係を基礎とした「まちづくり」

災害の影響を最小限に抑え、被害を受けてもお互
いに助け合いながら立ち直ることができる関係が、
防災・減災力であり、同時にしなやかな回復力

その関係をつくり、「まちづくり」を担う人が育つ学
びの場が、公民館

はじめに

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★その状況の中で、岡山市の公民館における防災・減災の学びとは、★災害の影響を最小限に抑え、被害を受けてもお互いに助け合いながら立ち直ることができる、人と人の関係を基礎とした「まちづくり」をめざします。この関係が、防災・減災力であると同時にしなやかな回復力をつくる力と考え、★その関係をつくり、「まちづくり」を担う人が育つ学びの場が、公民館です。



１９９５年

１・１７阪神淡路大震災

阪神淡路大震災‐Bing 画像より

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１９９５年の阪神淡路大震災は隣の県での大災害であり、ここ岡山でも親類縁者や知人が被災した人がたくさんいます。



２０１１年
３・１１東日本大震災

写真提供 仙台市

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２０１１年の東日本大震災は、「想定外」という言葉が使われるほど大きな衝撃であり、日本国中で防災・減災の意識が高まりました。



３･１３避難所 （震災２日後）

写真提供 仙台市

３・２３避難所（震災１２日後）

阪神淡路大震災・中越地震など
災害の経験を通して学ぶ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いくたびかの災害で私たちは多くのことを学びました。これは被災２日後と★１２日後の避難所風景です。★阪神淡路大震災の避難所経験から、避難所の運営について学んだことも大きく、右のように通路を作る、エリアを分けるなど経験が活きています。



２つの大震災からみえてきた課題

●被災当初は被害が甚大で、組織的な援助は見込めない

住民同士の救助が８割

情報が届きにくい

安定的な援助に時間が
必要

警察・消防・自衛隊による救出 8,000人

近隣住民による救出 27,000人

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのような経験の中で、今までは「自助・共助・公助」と言われながらも、大きな災害においては消防署、市、県などの公的な力には限界があることが明白になってきました。★阪神淡路大震災の際には、８割弱の人が近隣住民により助けられていました。★情報が届きにくく、★安定的な援助には時間が必要です。★これらのことから、★自助・共助の意識を向上させることが求められています。



岡山の災害状況

岡山県 久米郡旭町
栃原地区 土砂崩れ

岡山県土木部防災
砂防課HPより

岡山市北区横井上
岡山災害‐Bing画
像より

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本国内では比較的安全だといわれる岡山においても、災害はひとごとではありません。岡山市には活断層がないものの、河川の氾濫や岡山市南部では地震による液状化現象が懸念されています。



岡山市民の意識は・・

岡山市意識調査 2013年結果

災害に備えて食料を備蓄し
ている

災害に備えて食料を備蓄し
ていない

無回答

備蓄している ２７．１％

備蓄していない ７１．５％

無回答 １．４％

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかしながら、岡山市民の意識調査によると、７割の人が「食料の備蓄をしていない」と答えるなど、岡山市民の危機感は薄いものです。



岡山市危機管理課（現 危機管理室）による

防災説明会

現在の岡山市防災・減災活動

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのような市民に向けて、岡山市は２０１３年から１４年にかけて、学区ごとの防災説明会を開催し、避難場所の確認を促すなど防災意識の向上を図っています。



公民館の防災･減災活動

防災教育→防災リーダー養成・人材育成

↓

まちづくり

事例）

①防災ボランティアグループ（吉備公民館）

②ハザードマップづくり（操南公民館）

③多国籍防災会議（岡輝公民館）

④岡山市防災キャンプ推進事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★一般市民の中にも、自分の命や地域を守ろうとする防災・減災について学びたいというニーズがあり、★公民館でも様々な活動をしています。



地域の防災力＝地域力

地域力向上のためには

つながる

支えあう

合意形成

団体・人

団体・人 団体・人

公民館

公民館は人と人をつなぐ

コーディネーター

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
過去の災害を通して、地域の防災力は地域力に他ならないという認識が生まれてきました。地域力を高めるためには、人と人がつながりあうことが必要であり、★公民館は今まで日常的に地域団体や利用者との信頼関係を作っており、★地域の団体や人をつなぐコーディネーターの役割を果たしてきました。これから公民館の事例を紹介します。



公民館事例① 岡山市防災ボランティアネットワーク

吉備公民館（２００９年～）

市民が中心となって地域の防災教育に取り組む

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１番目は、岡山市防災ボランティネットワークです。吉備中学校区は、東西を笹が瀬川と足守川に挟まれており、水害の危険には注意が必要とされています。また液状化しやすい場所といわれています。そこで、災害発生時に住民のニーズとボランティアを結ぶ「災害ボランティアコーディネーター」を養成することを目的に、２００９年に吉備公民館で主催講座「災害ボランティアコーディネーター養成講座」を実施しました。★講座の終了後にボランティグループが発足し、２０１０年から活動が始まりました。平常時から啓発活動、出前形式による無料の防災講座、★安否確認カードの作成と配布や訓練として避難所体験会などの企画と運営に取り組んでいます。



公民館事例② ハザードマップづくり
操南公民館 ２０１２年

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次はハザードマップ作りの例です。操南中学校区は、★３００年前に開拓された古くからの干拓地です。東西を川に挟まれ、南は児島湖に面して海抜０メートル地帯であり、高潮や台風の水害にたびたび悩まされました。東日本大震災をきっかけに、★避難経路や避難場所を記した地域独自の防災マップの必要性が高まり★地域住民と公民館が一体となって★防災マップを作りました。それとともに「自助･共助」による防災意識を高めて、「まさかの時」に自分自身と地域の力を発揮できるように備えています。



公民館事例③ 多国籍防災会議
岡輝公民館（２０１２年～）

国籍を超えて地域住民としてつながる・支えあう

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３つ目は、多国籍防災会議です。岡山市でも岡輝学区はほかの学区より外国人が多く暮らしています。しかし、まだまだ同じ地域の住民だという意識が低く、お互いの理解は進んでいません。★過去の災害時には、外国人は言葉や社会の仕組みがわからないために災害弱者であり、どこにどう逃げればよいのか、いつ避難すればよいのかなどの情報も届いていないことが多くありました。★災害時には、国籍を超えて「命」を守りあい、助け合うことが必要になってきます。そのためには、★日ごろからの関係性が重要になります。また、高齢化率の高い地域において★比較的若い世代の外国人は、地域の中での支援者としての力を発揮することができます。★そのために日ごろから顔の見える関係を作りながら、防災についての学びを共にする「多国籍防災会議」を実施しています。



公民館事例④ 岡山市防災キャンプ推進事業

2012年～2013年

18館の公民館が取り組んでいる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて岡山市の公民館で行われている岡山市防災キャンプ推進事業についてです。2012年～2013年までに18館の公民館が取り組んでいる、全市的な取り組みです。



「岡山市防災キャンプ推進事業」の特色・目的

「岡山市防災キャンプ推進事業」

運営主体：

防災キャンプ実行委員会
（実施公民館ごとに設置）

2012年 国

2013・2014年 岡山市

地域で防災意識を持った人・団体

・子どもから高齢者まで参加

・子どもが地域の大人と一緒
に体験的に学ぶ

・実行委員会形式
公民館

・いろいろな立場の人たち
が知識の習得をしたり合意
形成
・地域のつながりによる防
災対策の重要性を子どもた
ちに伝える
⇒ 新たなリーダー養成

地域のネットワークづくり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★この事業は、2012年度に国の委託事業として物資や財政的な支援を受けながら岡山市で実施しました。岡山市が公的支援を継続し、3年連続で取り組んでいます。★実施公民館ごとに実行委員会を組織することとなっており、それぞれの地域で防災意識を持った人々や団体を公民館がつなぎ、実行委員会形式で行っています。★防災キャンプの特色は、地域の子どもから高齢者まで参加できる取り組みであるということです。子どもが地域の大人と共に、防災・減災について体験的に学ぶことができるプログラムを実施しています。また、実行委員会形式で行うことで、地域住民が地域の防災について話し合い、考えていく場となっています。★この事業の目的は、防災・減災の学びの機会を設け、色々な立場の人たちの知識の習得や合意形成を図ること、子どもに地域のつながりによる防災対策の重要性を伝えることを目的としています。継続して取り組んでいくことで、新たなリーダーの養成や、地域のネットワークづくりにもつなげていきたいと考えています。



御津防災キャンプについて

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その具体的な例として御津公民館で実施された「御津防災キャンプ」を紹介します。



実行委員会の構成団体

実行委員会
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実施は、★実行委員会形式で行われ、★地域の各種団体や関連施設等が委員となりました。



運営体制

御津防災キャンプ実行委員会

救護･衛生部物資部食料部総務部

役員会

委員長
副委員長
会 計
部 長
事務局

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的な作業を行うために、４つの部を設けました。★総務部は、避難所の管理・運営及び、秩序維持と防災の講義。★食料部は、炊き出し体験と食料の配給。★物資部は、避難所・キャンプ等の学習指導及び、物資の調達。★救護・衛生部は、応急処置・救護実習にあたりました。★各種団体の長がそれぞれの部に所属して役割を担いました。



プログラム例

①避難学習・・・防災クイズ＆新聞紙で食器

とスリッパを作ろう

②非常食体験

③非常持ち出し袋作成ゲーム

④土嚢作り

⑤消火器体験

⑥応急処置の実習

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２０１３年に、「御津防災キャンプ」で実施したプログラムです。



①避難学習

・防災クイズ

・新聞紙で食器とスリッパ

を作ろう

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★防災クイズで出された問題に、どうすればいいかしっかり考えて答えたり、★新聞紙で食器や、がれきの上を歩けるようにスリッパ作りを行いました。★右下の写真は、がれき代わりに松ぼっくりを集めて、その上を作ったスリッパで歩いているところです。



②非常食体験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★昼食には、プロパンガスで湯を沸かし、★それを非常食のアルファ米に入れて食べました。新聞紙の食器も使い、「おいしかった」という声が多く出ました。



③非常持ち出し袋 作成ゲーム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★災害が起こったとき、何が必要になるかを考えて袋に詰める「非常持ち出し袋」の作り方を、グループに分かれて話し合いました。最後に話し合った結果を報告し合い、何を持ち出すのがいいかについて確認しました。「非常持ち出し袋の準備をお母さんだけに任せていたので、自分のためにも一緒に準備したいと思います」と、子どもたちも、自分自身が災害に備える行動をとる必要性を感じていました。



④土嚢作り

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
消防団の方から、洪水などの時に水の浸入を防ぐために使う土嚢の作り方や、積み方を教わりました。



⑤消火器体験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
火事になった時に備えて、大人も子どもも全員が消火器の使い方を体験をしました。



⑥応急処置の実習

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★包帯の巻き方や三角巾の使い方、倒れている人の運び方など、応急処置法について学びました。★「消防団の応急処置は普段使われているのだろうと感じられ、とても参考になりました。中学生がとても頼りになり安心しました。地域で世代を超えた集まりが他になく、良い体験でした」というように、大人にとっても得るところがいろいろとあり、また、中学生を見直すいい機会ともなりました。



成 果①

実行委員会に、地域の各種団体が参加し
て行ったことで、まさに地域の総力を結集し
ての防災キャンプとなった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域のコーディネーターとして、各種団体や施設をつなぎ、★子どもを中心にして活動をすることで、大人が子どもに力を発揮する、★それと同時に子どもも地域に力を発揮することができました。これにより地域の中ならではの世代交流とつながりを作ることができました。



成果②

キャンプで学んだことは、子どもたちにとって
貴重な経験となった。

一生懸命に取り組む子どもたちを、多くの地
域の方々が見守り、共に行動してくださった。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★子どもたちは平素できない体験をすることができ、★それを支える大人の存在を感じることができました。参加して思ったことやこれから考えてきたいことは？という問いかけに、「今までぜんぜん津波、地震のことについて知らなかったので、今日いろんなことを知ることができてよかった」等の答えが返ってきていました。



「岡山市防災キャンプ推進事業」全体の成果

実施に向けた準備の過程

・地域の関係団体が防災意識をもち、
真剣に地域の防災について考える

今後に向けて

・各地域の避難所の点検をしようという機運
・継続しながら意識を高め、地域に広げる

防災キャンプ当日

・「防災」をテーマに、子どもから大人まで地域
住民が共に長時間を過ごす貴重な体験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各公民館で実施した成果のまとめです。★まず、キャンプ当日だけでなく実施に向けた準備の過程も地域の防災力を高めていく場になったと考えています。計画の段階から地域の関係団体が協議を重ね、地域の防災について真剣に考えることができました。また、お互いに顔を合わせて１つの事業に取り組むことで良いコミュニケーションの場となりました。★防災キャンプ当日は子どもから大人までが互いに協力して活動し、地域住民が共に長時間を過ごす貴重な体験の場となりました。小学生が多く参加し、地域の団体との交流を図ることができたことも成果として挙げられます。★事業を通して、各地域の避難所の点検をしようという意識が高まった地域もあります。より多くの地域住民が災害に関する対応や体験を反復学習することが大切で、1度きりで終わらせることなく継続して取り組んでいきたいという意識も高まりました。



岡山市公民館防災・減災事業のめざす姿

公民館での継続的な学び

↓
自らの「命」を守り、お互いに助け合う

人が育つ

↓
地域の課題が見えてくる

↓

持続可能なまちづくり

地域で活動する人の世代
が固定化しているね

防災意識の差が大きいよね

ガードの幅が狭くて避難車が通りに
くいし、道路が傾いているよ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この事業の波及効果として、★公民館での継続的な防災学習の中で、★自らの命を守りお互いに助け合う人が育ち、★学区の危険箇所に気が付いたり、草取りやゴミ拾いなど、町の環境を見直す活動へつながるなどの多様な視点が地域で共有できると共に、実行委員会のネットワークがそのほかの分野の課題解決に活かされていくなどの効果があります。★そこから持続可能なまちづくりへとつながっていきます。



大災害が起こったときのための防災教育

高齢者、女性、外国人、しょうがい者の視点

乳幼児を持つ人や若い世代の意見

地域のコミュニティ力強化の必要性

岡山市の公民館としての今後の展望

今後解決すべき点・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
岡山市の公民館は、★現在はまだ支援を必要としている人たちへの視点が弱く、世代格差も埋め切れていません。★今後公民館としてさまざまな立場の人たち（例えば、高齢者・しょうがい者･外国人･妊婦・乳幼児とその保護者など）を支えあう地域コミュニティを強化しなければなりません。さらには被災した地域の人への災害支援者としての学びも必要となるでしょう。



自分で自分の身を守る

・備蓄、避難経路と危険箇所

などの確認

・様々な技術の習得 など

周囲の人と助け合う 周囲の様子に気づく

岡山市の公民館で取り組む防災・減災の学びは

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
岡山市の公民館で取り組む防災・減災の学びは、自分たちが住み続けたい「まちづくり」へとつながっています。災害時によく言われる「自助」「共助」という言葉が、災害時と平常時においてそれぞれどのような意味を持つのかを図示しました。★災害時の「自助」は、自分で自分の身を守ることです。★一方平常時での「自助」は、必要な物品の備蓄や避難経路と危険個所などの確認をし、安全で確実に身を守ることを考える必要があります。また、電気やガス、水道などのライフラインが止まっても、食事や衛生に気を配る方法を身に着けることも「自助」です。★災害時における「共助」は、周囲の人と助け合うことです。★そして、平常時の「共助」は、周囲の様子に気づくことでしょう。町なかの危険個所や、一人では避難が困難な人がいることなど、よくよく観察すれば様々な状況が見えてきます。それは、まちの環境を見直すことや、同じ町に住んでいる人々を思いやるということへとつながります。災害時の「共助」と平常時の「共助」。★これはどちらも、互いに助け合うための方法を考えて、実行することへとつながっていきます。このように、岡山市の公民館で行う防災と減災への取り組みは、人づくりや地域づくりを視野に入れたものになっています。★これは、自分たちが住み続けたい「まちづくり」へとつながり、公民館はそれを支援する機能を持っているのです。



地域力を高める関係性
高次の地域力

つながる

支えあう

公民館

町内会

個人
婦人会

社会福祉協議会 学校・ＰＴＡ

栄養改善協議会

公民館主催事業
クラブ

地域各種団体
消防団

公民館と地域が一体となって

持続可能な 地域づくりの人を育てる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域の防災力は地域力を強くすることであり、★公民館は地域のコーディネーターとしての実績を持ち、地域の各種団体･個人に信頼されてつながることができています。その力をさらに拡大してつながりを広くすると同時に、それぞれの関係を強固にしていくためには、★様々な事業を展開して持続可能な地域作りの人材を育てていくことが必要です。その人材とは、防災・減災の事業を通してならば道路の整備や社会的に弱い立場の人々の避難や復興の困難さに気付くなど、「地域課題」に目を向けることができる人材ということです。つまり、公民館で実施する様々な事業は、防災にかかわりながら防災以外へ視点を広げることができ、地域課題に気付くことができるような学びの機会となるべきでしょう。



おわりに
公民館で実施する様々な事業・・・

防災に関わりながら防災以外へ視点を広げること
ができ、地域課題に気づくことができる学び

課題解決に周囲の人を巻き込むことができる人づくり

自分の住み続けたい「まちづくり」を担うことのできる
人づくり

様々な分野から継続的に、少数から多数へと、視点
を広く将来をみすえてつなぐ「核」としての機能を果
たしていくことが、公民館のESD

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★公民館で実施する様々な事業は、例えば防災であっても防災に関わりながら防災以外へ視点を広げることができ、地域の課題に気づくことのできる学びとなるべきではないかと考えます。★そして、課題解決に周囲の人を巻き込むことのできる人づくりを目指すことを公民館は求められているのではないでしょうか。★自分の住み続けたいまちづくりを担う人づくりを、子どもから大人まで、いくつになっても、★様々な分野から継続的に、少数から多数へと、視点を広く将来を見据えてつなぐ核としての機能を果たすことが、公民館のＥＳＤ活動ではないでしょうか。



ご清聴ありがとうございました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★これで岡山市立公民館の発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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